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杉並区土木計画課

綽粽翡銹鐘
日頃より、区の道路行政にご理解、ご協力いただき、ありがとうございます。
区では「東京における都市計画道路の整備方針 (第四次事業化計画)」 に基
づき、都市計画道路補助 132号線 (以下、補助 132号線 )の一部区間を優先
的に整備すべき路線として選定し、現在事業着手にむけ準備を進めています。

辟鶉趙酪雉銹楊
貪隧竃血屹爾鞣犠血瘍融範鑢が、電線類を
地中化し、安全で快適な道路をつくります。

辟鰺闊酪藉聰碧
東京全体と地域の将来像や課題等を総合

的に判断し、第三次及び第四次事業化計画

(東京都・特別区・26市2町)で、颯兆隋鐘
鶯儘警繹釉

“

勒辣線に選定しています。

また、杉並区まちづくり基本方針で、補助
132号線の整備の促進を図ることを位置付け
ています。

鸞《ε鱚鶉儡隆銹 楊

鍵饂褥屹鼈貪蝙院が向上り麟な量
・避難所まで安全に歩けます
。円滑な救援救助活動や緊急車両の通行が

可倉毬となります
。延焼の遮断機能が向上します
0電柱撤去により、通行障害を回避します

繭畿饉畿へ聰F鬱セスが蒻上し譲曹暑
・歩道崩 リヾアフリー化され、安全で快適に歩けます
。バス等の大型車両が、安全に通行できます
。自転車が走りやすくなります
。駅前広場のよりいつそうの充実を図ります

辟軋緑趙酪晰聰●

青梅街道

西荻
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歩道が狭くて危険です

災害時に電柱倒壊で通行障害の恐れ

誰もが安全・快適に通行できます
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注)今後、関係機関との協議

西荻窪駅～神明通りのi

歩道が拡がつたり、

電柱が無くなると、

安全に歩けるね。

緊急車両や自転車が安全に走行できます
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大型車のすれ違い

自転車の通行が困難です

車道上で乗降しており危険です
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により変更となる可能性があります
豊路幅は、20mを計画しています

3.5m

車道が拡がると、災害時、
道路上で救助活動をしながら

でも、緊急車両が通れるね。

ハい一一‐‐一一一一̈一中一̈中
消防・救援救助活動空間

駅前広場の機能が高まります



÷巡厄聰鞣可蛛町
01 いつ計画が決まつたの ?
昭不日22年に幅員1lmで都市計画決定し、
その後、昭和41年に幅員16mで都市計画
変更し、現在に至ります。

02 計画は周知されているの ?
平成 19年の事業説明会より、各種説明
会や、来場者の皆様とイ固別に対話するオープ

ンノヽウス、各種イベント等を通じて、多数の

方々I薦十画を説明し、広く周知してきました。

言羊糸田については、HPをご覆覇忍下さい。

03青 梅街道から丼ノ頭通りまでは、一直線
で結ばないの ?

当初、現道の補助 132号線と平行して西
荻窪駅から少し離れた現道のないリレートがあ

りました。日召不目41年の言十画の見直しにより、
現道のないリレートが廃止になり、当駅前を通

過後、神明通りを左折する計画に変更しまし
た。

04神 明通りの前後区間がクランクしているが、
渋)帯しないの?

道路を拡幅しても、車線数は変更しないた

め、交通量の増加 |こは繋がらないと考えます。

今後、路線全体の円滑な交通と安全確保に

むけ、交通管理者と協議していきます。

Q5_道路を拡ιず
｀
ると火災時の延焼を防ぐ効

果が発揮されるの ?

西荻窪地区周辺は南北道路洲危弱であり、
火災時の延焼を防ぐ

｀
ことが課題となつています。

道路を拡げることや沿道の建築物の不燃

化を進めることで、延焼遮断帯を形成し、延

焼被害の拡大が抑えられます。

06ま ずは、西荻地域のまちづくりを考えるべ
きで(よ ?

道路拡幅が、まちの発展に繋がるよう、整

備を進めていきます。まちづ
｀
くりについては、懇

談会を開催し、西荻地域の将来像をご議論
いただいているところです。今後も、ご意見を

聞きながら、検言寸していきます。
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07 どんな補イ賞が受けられるの?
補償についてはイ固々で異なりますので、物

件調査を実施し、調査に基づく補償内容を

イ固別にごキ説明させていただきます。

言羊糸田な補償項目については、HPをご確言忍
下さい。

08 いつまでに移転する必要があるの ?
ネ甫イ賞や期限について協議をさせていただき、

売買契約成立後、契約に定める期限内の

移転をお願いしていきます。
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饒渕憑眸餃八咆同 凩怒瞑餃螂攀蝙籍躾mず 諄冬炉 ※今後、関係機関等との協議に
より変更となる可能性があります。

【お問合せ先】杉並区 都市整備部 土木雷‖
〒166-8570杉並区阿佐谷南1-15-」
オープンノヽウス、都市計画道路に関すること

用地補償に関すること
が開覧出来ます


